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 ESD構成概念を取り入れた社会科の実践
－小学校第４学年単元「廃棄物の処理」－

　
宮下　祐治＊

１　問題の所在と研究目的
　ESD（Education for Sustainable Development）では，持続可能な社会を構築するために，個々人がいわば「未来を
築く担い手」となることを目指している。担い手とは，ESDの原則及び価値観を適切に認識し，行動の変革をもたらす，
学習者のことである。しかしながら，志村(2017)が，一般学校におけるESDは，必ずしも十分に広がったとは言い難い
と述べ，さらに，たとえ実践されたとしても，活動・参加といった学習過程や道徳的態度の習得に力点がおかれすぎ，
学校教育という場に求められるESD本来の目標に照らせば疑問を感じるものすら散見されると指摘している。また，
ESDは，価値観が多様であり理念の理解が困難なこと1），啓発が不十分であることなども実践上の課題として挙げられ
る。それ故に，いかに教育実践にESDの原則及び価値観を組み込んでいくのかが，小学校のESD研究の鍵となる。そし
て，価値を扱う社会科は，その役割を果たす教科として注目できる。ESDの特徴を６点あげた泉(2012)が，その１点と
して，学習の基盤としての価値観を重視していることは，その証左である。
　そこで，本研究では，小学校社会科としてのESD授業作りにおいて，取り入れるべきESDの原則，価値観をESD構成
概念として整理し，小学校社会科のESD実践を推し進めることを目的とし，その実践を単元「廃棄物の処理」として提
示する。
　ESD教材開発のために中山(2011)は，持続可能な社会を支え，発展させる豊かな公民の育成に照らした適切なテーマ
の選択が求められると述べ，持続可能な社会の構築には価値観の転換が必要とされると説明している。具体的には，
「大量消費・大量生産・大量廃棄を善とする社会観を，持続可能な生産・消費・廃棄を善とする社会観へ転換すること
とされる。社会観を転換し，新しい社会，すなわち持続可能な社会を創るためには，従来の生産・生活スタイルを持続
可能な社会のそれに変えることができる価値判断力や行動力を身につけることが求められる。」と中山は示した。前田
(2011)は，人間の生産活動に伴って発生する廃棄物の再利用を扱うことなどから，廃棄物がESDの考え方を取り入れた
代表的な単元であるとした。また，「具体的かつ直接的に把握できる身近な地域学習が主体であり，直接的に社会参画
できる好適な学習である」と述べ，廃棄物単元が数少ないESDの考え方を取り入れた代表的な単元だと述べている。し
たがって，「廃棄物の処理」をESDとして扱うことが適切であると言える。
　ところで，廃棄物の実践的研究である永田(2011)は，「持続不可能な開発である大量生産・大量消費・大量廃棄の大
量廃棄が大量リサイクルに変わっただけで，行動の変革はリサイクルをすることに集中している。」と廃棄物の単元課
題を指摘している。これをふまえると，リサイクルを循環型社会を学ぶための教材として取り上げる意義はあるが，社
会問題として取り上げなければならないのは，むしろごみの減量化についてであり，大量廃棄に結びつく大量生産の仕
組み自体を問題視することが大切である。以下では，この問題意識を基礎に，ESDを構成する概念（以下，ESD構成概
念と記す）を先ず示す。
　
２　授業作りにおけるESD構成概念
　ESD構成概念は，各関係機関・研究者において捉え方に差異がある。SDをテーマとした報告書，大来(1987)『Our 
Common Future』に依拠して，国立教育政策研究所教育課程研究センター(2012)は，「持続可能な社会づくり」を構成
する概念について示し，現在の学校教育に大きく影響を与えている。そこで，国研報告書等を基に諸概念を整理して，
表１のようにESD構成概念を捉え，設定した2）｡ そこでは，先ず，ESD事実概念とESD価値概念とに大別した。
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　ESD事実概念は，社会科の概念的知識と近接し，個別
的な知識の統合からなる概念である。持続可能な社会を
脅かしている「多様な課題」，物質や人の移動や循環を
示した「相互性」，これまでの開発の経験から資源が有
限であることを示した「有限性と持続可能な変革」から
構成され，社会科の学習内容をESD的に捉え直すことで
獲得が可能となる概念である。
　他方，ESD価値概念は社会科の規範的知識と近接して
いる。規範的知識とは，一般的・社会的な規範的知識と，
自らの価値を含んだ規範的知識に分けられ，公民的資質
の育成へと繋がっていくのは自らの価値を含んだ規範的
知識である。例えば，自然保護は大切であるという学習
内容は，一般的・社会的な規範であり，常識的な事柄と
して一元的な規範として理解される。他方，自らの価値
を含んだ規範とは，これまでの経験や感情をも含んだ規範的知識であり，学習者の内面に存在する。価値概念は，生物
等の「多様性の尊重」，将来世代や世代内で公正・公平を社会に大切する「公平性」，様々なスケールで連携・協力する
ことが大切である「連携性」，市民が責任をもって行動することが大切である「責任性」から構成され，社会的論争問
題や持続困難な問題を扱う価値判断場面において存在し，学習者毎の内面の違いに応じて，捉え方が一元的にならない。
　さらに，将来世代への責任やニーズ，未来を予想する時間軸3）（ESD未来像）を別類型として設定し，未来社会の予
防的な側面をもたせた。ESDは，事実をもとにして，将来世代を見据え，価値判断を通し行動の変革をもたらそうとす
る教育であり，時間軸を意識せずに解決策が見出せる課題設定では達成できないからである。

３　単元「廃棄物の処理」の実践
　コンビニを題材とした大量廃棄に着目した実践と，資源の有限性に焦点を当てた廃棄物の処理についての２実践を提
示する。
　⑴　コンビニの弁当販売と大量廃棄の社会的論争問題を取り上げた実践①（第４学年31名を分析)
　　①　単元計画（全３時間）                                                                 

　　②　授業の実際
　コンビニの弁当販売では，仕入れに伴う一定量の廃棄が生じる。この仕組みから生じる販売・廃棄弁当のトレードオ
フの関係に着目して教材化した。
　１時では，コンビニの利便性に注目させるために，どんな物をコンビニで買っているか話し合わせ，そこから，コン
ビニでは日常生活で必要なものが殆ど購入できることを気づかせた。さらに，便利なのは商品に限らず，年中無休，24

表１　ESD構成概念（筆者作成）

時間 ＜学習テーマ＞ ◎本時の目標   ○学習活動

１時 ＜ コ ン ビ ニ っ て，
とっても便利＞

◎（大量廃棄の現状を生み出すコンビニ
の仕組みを考えるために）コンビニの利
便性について理解する。

○コンビニに関心をもたせた後，販売品や経営の特徴につい
て話し合い，コンビニの利便性に気づくようにする。

２時 ＜コンビニの店長
になってみよう＞

◎コンビニの利益追求は，多くの廃棄物
を出していることを理解する。

○コンビニの利益追求をゲームを通して理解する。売り切る
ことに思考が向かうが，利益追求のためには，商品棚に弁当
を常に並べておく必要があることに気づくようにする。その
ことから，コンビニが多くの廃棄物を出している現状につい
て理解する。

３時
Ａ・Ｂ
２班で
実施

＜コンビニの弁当
販売を考えよう＞

◎コンビニの弁当廃棄の実態から，（これ
からの廃棄システムはどうなっていくの
かを社会背景との関連を図りながら予想
し，（Ａ班のみ））これからの販売の在り
方について考える。

○コンビニの廃棄弁当がたくさん出ている現状を理解し，コ
ンビニのお弁当販売はどうなっていくのか予想し，（この下
線部の過程は，Ａ班しか経験させない。）最後に，コンビニ
弁当がごみになる仕組みはどうあるとよいのか判断する。
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時間営業，近隣に存在する，混雑していないなどの意見が学習者から出された。ここでは，コンビニの社会的機能を説
明的知識として習得できた学習者もいれば，「なぜ24時間営業なのか」「どこから仕入れているのか」「なぜコンビニが
こんなにたくさんあるのか」など，学習内容の理解が深まらなかったことによる疑問や，学習内容から派生した疑問が
振り返りの記述に見られた。
　２時では，コンビニの利便性の裏にある，コンビニの利益追求の仕組みを理解させるように実践を行った。いわゆる
マーケティングにおけるトレードオフの廃棄物問題である。この実践では，コンビニの苦しい利益追求の仕組みをゲー
ムを通して捉えることができた。仕入れ過剰のために，売れ残ってしまうと赤字に転じる場合があることに学習者は気
づいた。また，学習者は，利益をたくさん出すためには，商品を売り切る必要があることにも気づけた。しかしながら，
コンビニ店長の話から，コンビニは商品を売り切ることは目標としていない現状を伝えると，学習者は商品を売り切る
ことのデメリットとは何かを考え始めた。話合いを通して，消費者は，品揃いの悪いコンビニに足を運び難くなること
に気づき，コンビニは，１日の利益だけではなく長期的な利益を求めていかなければならいことを捉えることができた。
　３時では，コンビニの弁当廃棄の問題から，これからのコンビニの弁当販売の在り方を判断させた。２班に分けた授
業実践であり，それぞれ違う傾向が見られた。コンビニが毎日30食もの弁当を廃棄処分している現状から学習者は
「もったいない」「なんとかならないのか」という意見が出た反面，前時の学習から「しょうがない」という意見も出
た。学習者は，この現状から，コンビニの在り方，とりわけ食習慣に対する在り方を切実に考え始めた様子が見られた。
　　③　ESD未来像を組み込んだ比較検討授業の構想（３時）と分析結果
　Ａ・Ｂ班の２班に分けて，ESD未来像を取り込むことが，学習者の価値判断にどう影響を与えるのかを検証した。
　コンビニの社会的機能を認識し，利益追求を善とするコンビニの経営から，大量廃棄に及んでいることを理解させた。
まさに社会的論争問題であり，学習者は容易によりよい答えを導き出せない。そこで，コンビニの販売がどうなってい
くのか予想する学習過程を組み込むことで，学習者にどのような変化をもたらすか比較検討した。
　未来像を組み込んだＡ班は，未来を予想したときに，リサイクルが進むのではないかという意見が出され，リサイク
ルを意識する学習者が出現した（10/15名)。価値判断の場面では，出現率（8/15名）は下がったが，廃棄物のリサイク
ルに意識（4/15名）が一定期間後の価値判断の記述まで留まる学習者がいた。
　他方，未来像を組み込まないＢ班は，価値判断場面でお弁当の賞味期限の問題や改善を探り，販売の努力で処分しな
いで済む方法はないのかを考える学習者（8/16名）が多かった。一定期間後の価値判断の記述では，お弁当がもったい
ないと理由や根拠を示さず自らの感情中心の表現をするＢ班の学習者（9/16名)が，Ａ班の学習者（5/15名)より多数見
られた。
　　④　ESD未来像の効果についての考察
　ESD未来像を組み込むことで，多くの廃棄物がリサイクルされている社会認識を踏まえながら，今後，リサイクルさ
れるだろうと学習者は考えた。これは，学習者の既存のリサイクルに対する意識から，なぜコンビニはリサイクルして
いないのかという疑問と結びついたのかもしれない。
　他方，未来に意識を向けないと，大量廃棄社会の責任性を問題視するものの，「もったいない」という判断から抜け
出せず，いつまでも認識が深まらない傾向が見られる。「もったいない」は，規範や行動への意識に転移する可能性の
ある感情表現ではあるが，この時点では，大量生産・大量消費・大量廃棄の社会構造の理解までは繋がらず情意的であ
る。Ｂ班に多数見られた「もったいない」で終始している学習者は，道徳的であり，社会認識を深める学習が必要とな
ることを示している。
　比較検討することで，ESD未来像を踏まえた価値判断の学習構造が，社会認識を基にしようとすることに繋がる場合
を見出せた。つまり未来を予想する学習を組み込むことで，自らの認識を基によりよい社会の在り方を考えようとする
学習者の姿が見られた。ただし，よりよい社会の構築のために考え始めてはいるが，廃棄物の処理の本質的な事柄を捉
えているわけではない。そのため，前学年の「地域の人々の生産や販売」や自らの生活経験からリサイクルが最良の策
であることから抜け出せなかった。これは，この単元からでは，大量廃棄に結びつく大量生産する仕組み自体を問題視
する本質的な社会認識がなされなかったためである。しかしながら，桑原(2011)が提案している，将来世代の存在に気
付かせること，その人々の利害と自らの利害を調整する価値を見出させる授業について，とりわけ，将来世代の存在に
気付かせることは，よりよい社会を考えようとすることに繋がることがこの一単元の分析から導出できた。
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　⑵　大量生産・大量消費・大量廃棄の社会観の転換を図った実践②（第４学年24名を分析)
　　①　単元計画（全12時間）                                                                

　　②　単元末（１単位時間）の授業実践
　　　ア　単元末（１単位時間）の授業の実際（12/12）
　まず，コンビニの販売は過剰サービスなのかを話し合わせた。外で食べられるように箸は必要という意見や，捨てる
ごみの量は増えるという意見が出た。
　次に，40年前からのごみの量のグラフを提示した。昭和51年は，まだリサイクルが実施されていなかったが，平成26
年よりも「クリーンセンターかしわざき」で燃やしたごみの量は少ない。学習者は，その現状から40年前の暮らしを資
料から読み取り，容器包装が少ないことに気付いた。また，第３時に扱った家庭の燃やすごみ調べから，現在は，「紙
コップ・皿，わりばし，紙マスク・・」多くの使い捨て商品を使っていることが分かった。なぜ，使い捨てができるの
かを問い直すと，学習者から「たくさん物があるから」と発言があった。さらに，使い捨てまでの流れを考えさせると，
「たくさん捨てる」「たくさん使う」「たくさん作る」「たくさん原料を使う」と学習者から導き出され，前単元の資源
を輸入に頼る火力発電の現状と繋げた発言まで出てきた。しかしながら，コンビニの販売などから私たちの身近な生活
でも多くの使い捨て商品を使っている現状もあることは学習者が理解している。
　そこで，ごみの出方や販売の様子から，自分たちの生活や社会がどうあるべきなのか価値判断させたところ，授業の
中ではリデュース，リユースの記述が多数の学習者から導出された。つまり，短期的ではあるが，価値判断の学習が効
果的であったとは言える。そして，自らの生活について意思決定する学習者は多数出現した。しかしながら，大量生産
を批判することや社会がどうあるべきなのか価値判断した記述は，7/24名にとどまった。その中には，どうしてプラス
ティックの大量生産が可能なのか新たな疑問を抱く学習者，最終処分場の容量限界まで繋げて考えた学習者がいた。
　　　イ　考察
　直接的に社会参画できる学習として位置づけ，持続可能な社会の在り方を身近な生活に繋げて考えることができた。
しかしながら，社会科入門期の学習者が社会を認識することの難しさや，自分の生活から抜け出せない実態がある。本
時は，持続困難な廃棄物の処理の問題を意識しながら，よりよい社会を求めて価値判断，意思決定する学習過程を組み
込むことが短期的には有効に働いた。ただし，社会観の転換まで到達できない学習者も残ったことから，利便性を全面

時間 ＜学習テーマ＞ ◎学習目標   ○学習活動
１時 ＜ごみって何？＞ ◎どんな種類のごみがあるのか，興味を

もつことができる。
○様々な不用品がごみなのかを話し合い，ごみの意味につ
いて考え，興味をもつ。

２時 ＜ごみの分別の仕方を
調べよう＞

◎ごみが分別されて処理されることを理
解する。

○柏崎市のごみの分別の仕方について調べ，ごみの分別や
資源化について理解する。

３時 ＜ごみの減量化＞ ◎リサイクルやごみの有料化がごみの減
量に繋がったことを理解する。

〇柏崎市で排出されている一般家庭ごみの量の変化をとら
えて，リサイクルやごみの有料化がごみの減量へと繋がる
ことを理解する。

４時 ＜ごみはどこへ＞ ◎ごみがどこへ運ばれるのか理解する。 ○家庭から出るごみの種類を想起し，ごみの行方について
資料を用いて調べる。

５時 ＜最終処分場の
　　　　容量限界＞

◎最終処分場の容量限界から，今後の最
終処分場建設の在り方について考える。

○最終処分場の容量限界から，今後，最終処分場をどこに
建設するべきなのか地図や資料から自分の意見を表現する。

６時 ＜リサイクルは，本当
にすばらしいのか？＞

◎大量廃棄の社会がリサイクルに変化し
ていることを理解し，リサイクルも原料
の再投入に繋がることを理解する。

○びんとペットボトルの処理の違いから，ペットボトルは
大量廃棄が大量リサイクルに変化していることを理解する。

７時
～９時

＜クリーンセンターを
見学しよう＞

◎清掃工場の見学から，ごみの分別，ご
みの行方，３Ｒなどの理解を深める。

○ごみの行方，リサイクルの仕組みなどを実際に見ること
や，所員からの説明を聞き，廃棄物の処理や３Ｒの理解を
深める。

10時 ＜見学を振り返ろう＞ ◎ごみの減量が環境負荷を下げることが
分かる。

○清掃工場の見学で得た知識を体系的に捉え直す。

11時 ＜生活場面からリユー
スについて考えよう＞

◎３Ｒについて想起し，リサイクルが持
続可能な社会に影響を与えていることを
考える。

○学校給食で使用する食器はリユースされているが，生活
場面では大量リサイクルが持続可能な社会に影響を与えて
いることを考える。

12時 ＜社会の在り方をどう　
判断するのか？＞

◎持続可能な社会の在り方を考え，自分
に何ができるのかを決定することができ
る。

○昔の社会と比較し，現在の大量生産・大量消費・大量廃
棄の社会の在り方を価値判断し，自分に何ができるかを意
思決定する。
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に押し出した効率と保護・保全の対立軸を作りながら，学習者の規範的知識を揺さぶっていくことも可能であった。
　　③　長期評価アンケート（表２）
　学習者の意識の変容を分析するために，第
４時，第12時終了後一定の期間を設け，２回
のアンケートを実施した。第５時以降には，
学習者に価値判断させ規範的知識の習得につ
いての学習過程が組み込まれている。
　　　ア　実施方法
　持続可能な社会を築くための，学習者の社
会認識（有限性），規範的知識（責任性），社
会参画の意識についての学習者の変容につい
てアンケート結果比較で評価した。評価基
準・評価方法は表２の注の通りである。
　　　イ　成果と課題
　先ず，期待する記述の変化が見られなかった学習者をＡ～Ｃのグループに分けて分析を行った。
　10名の学習者（Ｂ群）は，持続可能な社会を築こうとする規範的な知識を問い直す価値判断の学習過程を取り入れて
もとりわけ変容は見られなかった。長期アンケート記述では，新たな物を購入する場合の意識「自分のえんぴつや消し
ゴムをどこかになくしてしまったら，あなたならどうしますか」の質問に対して，「無いと困るから購入する」と，「お
金の無駄になるから買わない」という回答でそれぞれ一貫していた。持続可能な社会を意識するリユースやリデュース
に繋がる変容はなかったが，その中の１名の学習者は一貫して「家にあるのを使う」というリユースを意識していた回
答があった。
　３名の学習者（Ａ群）は，環境破壊を抑制する考えに変容した。多様な課題があることや多様性を尊重しようとする
ことからは外れるが，環境保全がより大切であると自らの規範が揺れ動いたと評価できる。
　他方，１名の学習者（Ｃ）は，生き物はいなくなっても人のせいではない，燃料はもらえる国からもらえばいいとい
う学習後に認識や規範が期待しない記述へと変化した。追加質問までは行わなかったため変容の理由は明確ではないが，
「今後，生き物が減少する」と学習者の未来像が大きく変化したことが影響しているのかもしれない。
　次に個別に学習者の変容を分析すると，学習者⑭⑯の２名はリサイクルについての記述が見られるようになり，ごみ
の分別の必要性を感じている。学習者⑥㉘は，クリーンセンターの所員のためにも分別の必要性を記述していることで
他者へと意識が向かうようになった。さらに，学習者⑫は最終処分場の容量限界について記述していることから社会全
体のことを考え始めた。これらの学習者は，自らの生活のみではなく，他者や社会全体へと見方が変化している。
　学習者②は，ごみの分別を自分でしようとする意識が高まった他，「未来のために一日でも多く地球で生活していく
ため」と燃料の有限性についての記述があることと，何より未来のためということから，持続可能な社会の在り方を考
えている。
　学習者⑰は，学習者⑫と同様に最終処分場の容量限界やリサイクルの必要性についての記述があった。さらに，日本
だけがよければと考えるのではなく，世界の国々の問題であり，条約を作って有限な資源の使い方を考えることの必要
性を記述している。自分の生活レベルから社会連帯（連携性）の記述が見られた。
　学習者④は，新たな物を購入する意識にリデュースの考え方，ごみの分別に対しても資源の節約との記述が見られた。
学習者⑳は，新たな物を購入する意識に大量生産に対する批判的な記述があり，最終処分場の容量限界からごみの分別
に対する行動意識も高まっている。この２名の学習者は，持続可能な社会を築くために，社会を認識し，規範的知識を
習得し，社会へ参画する意識が一体的に働いていると分析できる。
　　　ウ　考察
　社会認識を通して行動の変革に繋げていくことが重要であり，持続可能な社会について認識し価値判断することがで
きた学習者は，一定の期間後の長期アンケート記述に，規範的知識や社会参画意識が定着している。しかしながら，そ
のような変容を見せた学習者は決して多いとは言えない。それは，大量生産・大量消費・大量廃棄の社会を学習者がど
う認識したのかが影響していることが，短期的な振り返りと長期的なアンケート記述から分析できた。即ち，資源の有

表２　長期評価アンケート
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限性を学習者にどのようにつかませるのかが鍵となることが分かった。
　⑶　総合考察
　２つの実践を比較することで，実践①の大量廃棄に限定した学習だけでは，学習者の意識を変容させるには不十分で
あった。その証左として，実践②の大量廃棄に結びつく大量生産する仕組み自体を問題視する社会観の転換が，学習者
の社会認識に影響を与え，さらには規範的知識や社会参画の意識を方向付けていたことがある。したがって，資源の有
限性が学習者に認識させたいESD構成概念として重要であり，この単元で認識させたい社会の原理であると見出せた。

４　おわりに
　本実践では，「廃棄物の処理」の学習内容を中核に，持続可能な社会づくりについて迫ってきた。生活や社会，環境
の中にある社会論争的問題や持続困難な問題を見出し，自分の生き方や社会を繋げて考えながら，持続可能な社会を築
こうと実践を行った。この実践から得た知見は次の３点であった。
　第１に，ESD未来像を学習過程に組み込み将来世代の存在に気付かせることで，よりよい社会を考えようとすること
に繋がることが導出できた。第２に，持続可能な社会を築こうとする意識を育成するためには，学習者が持続困難な社
会・とりわけ有限性をどう認識するかが鍵になることが明らかになった。第３に，単元末に価値判断，意思決定の学習
過程を組み込むことで，学習者が自らの規範を問い直し，持続可能な社会を方向づけることが短期的ではあるが確認さ
れた。
　今後の課題として，学習者の行動意識に働きかけるためには，廃棄物単元のみをESD的に捉え直すのではなく，可能
性のある単元として第５学年「我が国の国土の自然などの様子」，第６学年「世界の中の日本」を計画的・継続的に組
み込み，単元構想をしていく必要がある。

注
１）阪上・池下(2016)は，理念の理解が困難なことや，理念が教科横断的であること，ESDが多様性ゆえに何をやって

もESDであるなど様々な課題が生じていると述べている。
２）作成方法については，別稿で示す予定である。
３) 国研報告書が依拠した大来(1987)は，地球の未来を守るためにを中核とした報告をしていることは，将来世代の

ニーズについて強く打ち出していると解釈できる。
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